
シェーン・メドウス監●作晶 主漬：ポブ・ホスキンス

•作：イモジェン・ウエスト 青豪：ニール・マッコール、ブー・ヒュワディーン

鐸入●：ヴァン・モリソン、ポール・ウェラー、プライマル・スクリームA9・シャーラタンズ

サウンドトラック：エピックレコーズ 1i!鎗：シネカノン



シェーン・メドウス初監督作品

主濱；ポブ・ホスキンス
音楽：二．ール・マッコール

フー・ヒュワディーン
サントラCD：エビ1クレコーズ
配給：シネカノン

24時間、こんな音楽たけを聴いていたい！

魂を撼さぷるサウンドトラック

ヴァン・モリソン、ボール・ウェラー、

シャーラタンズ、プライマル・スクリーム｀
サンハウス、ニック・ドレイク、ペス・オートン、

ティム・パックリー……and more! 

少年たちは、「あのときを経T」大人になった この監督の名前は覚えておいてきっと損
のではない「あのときをずうと持うたまま」 はないはず
大人になっている経験とは回想するもの — rock in'on 4月号／坂本麻里子

ではなくて、ずっと持ちつづけるものなのだ

ーー保坂和志（小説家） やるせなさ溝点の激渋ヤングBLUESム

リアルなところがいいのよね

キャスティングもバーフェクト！

—キャロル久末（J-WAVEナウィゲーター）

一見淡々としたモノクロの画面から．じわ

じわとにじみ出てくるバワーに割激されま

したメドウス監督は25戴で“若年寄”

“若年寄＂っていいな

ーしまおまほ（漫画家）

立ち塞がるルールの仲で、自分は何者で

何がしたいのかを知っていれば、強く生き

ていける！

— advan tage Lucy（書場妻）

次世代のブリット・ムーピーを担う大型新

人登場そこには、慧骨ながらもまやかしで

はない、原石の硬質な輝きが宿っている．

-CUT4月号／粉川しの

弱冠25戴の新人監督シェーン・メドウスは

自らの体験をもとに全篇を新鮮なモノクロ

映像て、居場所のない不安感を持ちなが

らも、何もないところから現実を受け入れ

て生き続ける、彼等の静かな強さを見事

に表現している

-SWITCH4月号／横井里薔

ーヴィー

— bounce 4月号／山口哲一

ポブ・ホスキンス、彼が出てくるだけで、空

気が変わっちゃうような存在感がある。音

楽と映像のリンクの仕方．哀しい場面で

のアンパランスな音楽とか、うまいよね

—S-KEN （畜楽プロデューサー）

この作品のサントラは単にヒット・ソング

を並べたような作りとは一線を画してい

るその点こそメドウス監督の音楽的なセ

ンスを伝えるところでもあるだろうそう、

ここから伝わってくるのは「Nol just pop 
songs, Real ar tists」―リアルな英国

の声なのだ

一宮子和員（音楽評鰭豪）

何しろ音楽と男の子たちのたたずまいと

映像（ややキメすぎだが）がよくて、我なが

ら大甘に不燃燒の青春に共感

—週刊文響 4/1号／中野翠

冒頭のタイトル・パックに流れるアコース

ティック・ペースの重い響きに始まり、プル

ース＇ィかつグルーヴィな音楽の配し方は絶

妙それがまた、コントラストの強いモノク

口画面のフォト感覚と、じつにうまくマッチ

しているのだ

不良どもが漂わせるダラダラ感をグッと弓I -Black Music Review 4月号／岩間慎一
き締めるのは、タイトな編集が麓されたモノ

クロ映像 25戴の新人監督シェーン・メド ポクシング映画の金字塔「レイジング・プル」

ウスのフレッシュなオ気がみなぎる快作た に連なるポクシング映画史に残る秀作だ

-MEN'S WALKER 4/20号 一一石田謙武（ロンスデール・スポーツ代表）

渋いセンスの英国版“キッス‘•リターン”.

夕ーシーと若宅たちのふれあいが感動的
olive4/18号

の堂々たるデピュー作
:-rフォーベてプン


